



























The trial for senior high school students to find out creative thinking is 
interesting, before start of student life in the university
―The change of the way of students to study from only memorizing given 

























































































































































教育関係 8 名；教員関係 3 名；子ども関係10
名；保護者関係 5 名；教科内容関係 3 名；特別




















































































































































































































A と B の合計が24名、C と D の合計が19名
となり、自分の取り組みに肯定的な評価の学
生の方が、否定的な評価の学生よりも多い。
3 グループともに A の評価は数名、D は
1 名いるかどうかである。 3 グループの合計
では B と C がほぼ同数であるが、グループ
別に B と C を比較すると、個人指導グルー
プ（以下「個人指導」）では同数、全体指導





全グループの合計で見ると、A と D はそ





と C の差は「個人指導」の差による。A と
Bの合計は18名、CとDの合計は25名となり、
レポートに対する自己評価は決して高くな
い。 3 グループともに A・D は 0 ～ 2 人で、
B と C を比較すると「個人指導」は B が 4
人に対して C は倍の 8 人いる。一方、「全体








人指導」では 8 /14、「全体指導」では 7 /18、




































































ループの合計は A： 3 人、B：15人、C：22人、
D： 3 人であった。しかし筆者から見ると表 4


















ページの14人、次に2、5、 9 ページがそれぞれ 6
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《追記》
　筆者は2014年度の 4 年生に対して、卒業研究指導を
3 年生から行なってきた。卒業研究論文作成指導は初
めてであった。論文を書くためのデータは各自が十分
に持っている状況であった。
　ところが、論文作成の最後の場面で、学生の重大な
問題点が判明した。全体を見渡せないために組み立て
ができない、すなわち目次を作れないのである。全体
の中で何をどのように論じていけばよいのかを考える
ことが育っていない、いや経験する場面がなかなか無
かったのである。止むを得ず、集中的に個人指導をし
て考えさせ、分からせつつ作成させるしかなかった。
理解してしまえばできるのであるが。これは、いわゆ
る学力とは無関係であり、社会人になって伸びていく
上で、大きな問題である。
　今回の入学前指導のレポート課題では，そこまで考
えていなかったのであるが。この様なチャンスを増や
し、考えて組み立てることを体験させないと論文にな
らないのである。すべてを自ら考えて作るレポート作
成の大切さを、改めて認識した次第である。
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